
で
過
ご
し
、
ヤ
ン
マ
ー
発
動
機
船
で
広
東
第
一
陸
軍
病
院
に
後

送
さ
れ
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
・
精
密
検
査
を
受
け
た
結
果
、
病

名
は
外
痔
瘻
と
決
め
ら
れ
た
。
二
十
日
後
さ
ら
に
広
九
鉄
道
で
、

香
港
陸
軍
病
院
に
転
送
さ
れ
た
。

さ
す
が
英
国
軍
が
使
用
し
て
い
た
軍
病
院
で
、
八
階
建
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
、
多
勢
の
従
軍
看
護
婦
が
快
活
に
働
い
て

い
た
。
こ
こ
で
順
番
を
待
っ
て
数
日
の
後
執
刀
、
約
二
ヵ
月
療

養
に
専
念
し
、
軍
医
に
懇
請
し
て
退
院
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

そ
し
て
広
東
の
練
成
隊
で
体
力
の
回
復
に
務
め
、
広
東
、
佛
山
、

三
水
の
要
衝
の
警
備
に
就
い
た
。

当
時
我
が
南
支
軍
は
、
対
米
戦
必
至
を
想
定
し
、
広
西
省
梧

州
よ
り
反
転
し
て
い
た
。
私
は
広
東
省
海
豊
市
で
我
が
中
隊
と

懐
か
し
の
合
流
が
出
来
た
。

そ
の
後
、
海
岸
線
の
洞
窟
陣
地
掘
削
中
の
八
月
十
八
日
、
我

々
に
は
こ
の
日
「
終
戦
の
勅
語
喚
発
せ
ら
る
」
と
の
命
令
に
依

り
鉾
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
武
装
解
除
、
集
中
営
捕
虜
生
活
数

ヵ
月
を
経
て
、
昭
和
二
十
一
年
四
月
二
十
三
日
、
浦
賀
に
復
員

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
時
に
ポ
ツ
ダ
ム
特
進
の
一
階
級
の
進
級

が
あ
っ
た
。

足

跡
　 

神
奈
川
県
　
岩
渕
清
之
助
　 

昭
和
十
七
年
九
月
七
日
、
第
三
乙
種
の
私
に
も
召
集
令
状
が

き
て
、
新
潟
県
村
松
に
あ
る
東
部
第
六
十
八
部
隊
に
入
隊
。
仲

間
は
大
正
十
年
生
ま
れ
の
者
が
多
か
っ
た
の
で
、
現
役
兵
よ
り

八
か
月
ぐ
ら
い
遅
れ
た
こ
と
に
な
る
。
三
か
月
間
は
雨
の
日
も

無
い
猛
訓
練
の
明
け
暮
れ
、
自
分
の
体
力
の
限
界
ま
で
発
揮
し

た
つ
も
り
で
あ
る
。

軍
人
精
神
も
全
く
判
ら
な
い
ま
ま
夢
中
で
過
ご
し
た
村
松
の

教
育
隊
を
、
十
一
月
に
は
別
れ
を
惜
し
む
気
持
ち
で
、
一
路
千

葉
佐
倉
の
連
隊
に
転
属
し
た
。
佐
倉
で
は
少
々
暇
も
で
き
、
郷

里
の
宮
城
県
か
ら
の
面
会
も
な
か
っ
た
が
、
あ
わ
た
だ
し
い
日

課
で
あ
っ
た
。

十
二
月
、
我
々
の
転
属
組
は
営
庭
で
何
列
か
に
並
ば
さ
れ
た
。

私
は
何
と
は
な
し
に
あ
る
列
の
後
に
つ
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
私

の
列
は
南
支
、
大
部
分
の
列
は
中
支
要
員
と
決
め
ら
れ
た
。
軍



隊
は
員
数
と
い
う
が
、
外
地
の
部
隊
ま
で
た
だ
数
だ
け
で
決
め

ら
れ
る
。
勿
論
、
我
々
の
希
望
や
意
志
が
通
ら
な
い
こ
と
は
当

然
か
も
知
れ
な
い
が
。
仲
の
良
い
戦
友
は
隣
の
列
、
生
木
を
裂

か
れ
る
思
い
だ
。
し
か
し
転
属
者
、
し
か
も
初
年
兵
は
こ
の
よ

う
に
配
属
部
隊
が
決
定
す
る
。
結
局
、
並
ん
だ
列
が
そ
の
者
の

運
命
を
、
生
死
を
決
め
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
私
達
は
、
佐
倉
―
品
川
―
門
司
と
軍
用
列

車
の
窓
の
鎧
戸
を
し
め
、

外
部
と
■
断
さ
れ
た
ま
ま
の
輸
送
で
、

十
二
月
二
十
四
日
乗
船
、
高
雄
で
敵
潜
水
艦
を
退
避
し
、
全
速

力
で
東
広
の
黄
埔
へ
入
港
し
た
わ
け
で
す
。

翌
元
日
に
上
陸
し
広
州
駅
着
、
独
立
歩
兵
第
六
十
六
大
隊
第

三
中
隊
に
編
入
さ
れ
た
の
だ
が
、
ま
ず
驚
い
た
こ
と
は
、
元
旦

と
い
う
の
に
班
内
で
は
蚊
帳
を
吊
っ
て
い
る
（
マ
ラ
リ
ヤ
予
防

の
た
め
）

。
ま
た
、
市
内
の
不
潔
な
こ
と
、
民
族
性
の
差
違
か
、

こ
れ
か
ら
何
年
こ
ん
な
所
で
奉
公
す
る
の
か
と
思
う
と
心
細
か

っ
た
。

一
月
八
日
と
記
憶
す
る
が
、
私
は
坂
入
隊
山
本
隊
第
一
分
隊

の
小
銃
手
と
な
っ
た
。
広
東
市
東
山
に
駐
留
し
、
初
め
て
演
習

に
参
加
し
た
こ
ろ
は
、
北
国
育
ち
の
私
に
と
り
暑
さ
に
は
全
く

参
り
ま
し
た
。
軽
装
と
は
い
え
、
気
候
に
も
馴
れ
ず
、
体
調
不

充
分
の
中
で
訓
練
も
猛
烈
の
度
が
加
わ
る
一
方
。
内
務
班
に
は

古
参
兵
が
待
っ
て
い
る
。
内
務
教
育
は
そ
れ
程
厳
し
く
は
感
じ

な
か
っ
た
が
気
候
に
馴
れ
る
ま
で
は
本
当
に
弱
り
ま
し
た
。

二
月
十
一
日
紀
元
節
の
黎
明
、
広
州
湾
進
駐
陽
動
作
戦
に
参

加
の
た
め
敵
前
渡
河
、
私
の
山
本
小
隊
は
尖
兵
と
な
り
、
約
一

個
分
隊
が
工
兵
の
漕
ぐ
小
船
で
一
番
先
に
上
陸
す
る
の
で
す
。

対
岸
の
敵
か
ら
猛
烈
な
射
撃
、
何
し
ろ
初
め
て
敵
弾
が
飛
ん
で

来
る
の
で
す
。
然
も
真
夜
中
で
あ
る
。
主
力
の
乗
る
大
き
な
船

は
月
明
か
り
で
敵
の
目
標
と
な
り
、
集
中
攻
撃
の
的
と
な
る
。

工
兵
が
素
早
く
、
岸
近
い
泥
州
に
乗
り
上
げ
る
飛
び
降
り
た

が
腿
ま
で
泥
に
つ
か
る
。
夢
中
で
■
い
上
が
り
右
も
左
も
判
る

は
ず
が
な
い
。
小
隊
長
や
分
隊
長
が
指
示
を
し
て
い
る
。
夜
襲

だ
か
ら
大
き
な
声
は
出
せ
な
い
。
何
し
ろ
初
め
て
の
敵
弾
、
初

め
て
の
経
験
で
す
。
こ
れ
が
実
戦
か
と
思
う
と
心
細
く
感
じ
ま

し
た
。

私
達
が
上
陸
す
る
寸
前
に
西
村
中
尉
が
重
傷
、
二
日
目
に
は

円
乗
少
尉
が
負
傷
、
何
せ
一
週
間
の
う
ち
五
名
近
く
の
指
揮
官

が
負
傷
す
る
始
末
で
し
た
。



と
に
角
、
初
日
は
敵
弾
が
ど
の
方
向
か
ら
飛
ん
で
く
る
か
、

全
く
見
当
が
つ
か
ぬ
の
が
実
情
で
し
た
。
三
日
経
ち
、
四
日
経

つ
う
ち
に
ど
う
や
ら
気
持
ち
も
、

弾
に
も
馴
れ
た
よ
う
で
し
た
。

最
後
に
目
的
を
達
し
て
引
揚
げ
る
時
も
後
衛
尖
兵
で
し
た
。
陣

地
に
藁
人
形
を
立
て
て
人
間
に
見
せ
て
夜
中
に
一
挙
に
引
揚
げ

る
の
で
す
が
、
そ
の
時
の
気
分
と
い
っ
た
ら
。
何
し
ろ
敵
も
増

加
し
、
正
面
の
山
か
ら
こ
ち
ら
を
包
む
よ
う
に
見
て
い
る
中
の

引
揚
げ
で
す
。

戦
闘
経
験
と
し
て
は
、
こ
の
初
陣
が
い
ま
だ
に
忘
れ
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。

昭
和
十
九
年
六
月
、
湘
桂
作
戦
で
部
隊
は
前
衛
と
な
り
行
動

発
起
し
た
の
で
す
が
、
私
は
、
本
部
田
中
中
尉
の
将
校
伝
令
と

し
て
三
埠
を
攻
略
、
同
年
九
月
、
梧
州
攻
略
戦
に
参
加
、
十
一

月
頃
部
隊
は
南
寧
の
東
方
貴
県
城
に
移
駐
し
て
敵
の
反
撃
に
備

え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
田
中
中
尉
が
第
一
中
隊
長
と
し
て
転
出
、
私
は
中

隊
復
帰
が
内
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
前
小
隊
長
の
山
本
少
尉
が

部
隊
副
官
と
し
て
来
ら
れ
た
の
で
、
ま
た
将
校
伝
令
と
な
り
ま

し
た
。
当
時
、
副
官
は
作
戦
中
の
無
理
で
健
康
を
害
し
て
い
た

た
め
、
新
任
務
の
た
め
北
上
す
る
部
隊
と
分
か
れ
一
時
入
院
、

回
復
次
第
部
隊
追
及
す
る
こ
と
と
な
り
、
付
添
い
と
し
て
潯
州

へ
下
り
、
さ
ら
に
柳
州
へ
前
送
し
た
の
で
す
。
し
か
し
、
肺
結

核
の
診
断
が
下
さ
れ
、
加
え
て
マ
ラ
リ
ヤ
に
罹
患
し
た
の
で
す

が
、
副
官
と
私
は
部
隊
と
行
動
が
出
来
れ
ば
と
、
病
院
最
終
の

撤
退
ま
で
頑
張
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
間
、
毎
日
の
空
襲
、
銃
爆
撃
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
あ
る
日
退
避
壕
が
銃
撃
さ
れ
、
私
は
鼻
の
下
に
瞬
間
、
熱

い
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
無
造
作
に
手
を
当
て
る
と
、
手
に
血

が
、
こ
れ
は
機
関
砲
の
弾
が
鼻
下
を
か
す
っ
た
の
で
す
。
考
え

て
見
れ
ば
冷
や
汗
も
の
で
す
。
若
し
、
一
セ
ン
チ
内
側
だ
っ
た

ら
、
私
の
顔
は
半
分
え
ぐ
り
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。そ

れ
か
ら
柳
江
渡
河
・
■
容
・
茘
浦
・
桂
林
・
■
陽
・
衡
山

と
転
送
さ
れ
ま
し
た
が
、
漸
く
七
月
、
強
引
に
退
院
、
部
隊
に

戻
る
べ
く
衡
陽
ま
で
戻
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
六
月
上
旬
か
ら

部
隊
に
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

私
達
は
二
人
だ
け
で
最
後
の
貨
車
に
乗
り
全
県
へ
、
さ
ら
に

貨
物
自
動
車
で
大
溶
江
口
の
激
戦
地
で
復
帰
し
た
の
で
す
。
私



の
先
輩
や
同
僚
が
何
人
も
戦
死
・
戦
傷
し
て
い
ま
し
た
。
私
が

若
し
中
隊
と
行
動
し
て
い
た
ら
恐
ら
く
、
戦
死
・
傷
の
仲
間
入

り
を
し
て
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
軍
隊
と
は
、

部
隊
配
属
も
、
佐
倉
の
営
庭
で
他
の
列
に
並
ん
で
い
た
ら
？
。

初
陣
の
作
戦
で
？
。
湘
桂
作
戦
で
？
。
退
避
壕
の
空
襲
で
？
更

に
、
多
数
の
戦
友
と
共
に
第
三
中
隊
第
一
小
隊
に
所
属
し
た

ら
？
。「
軍
隊
は
運
隊
だ
」
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
数
奇
な
運

命
に
よ
っ
て
生
死
が
別
れ
て
し
ま
う
も
の
だ
、
と
今
で
も
つ
く

づ
く
感
じ
て
い
ま
す
。

昭
和
二
十
一
年
六
月
、
漸
く
に
し
て
鹿
児
島
に
上
陸
復
員
す

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
鹿
児
島
は
戦
災
の
た
め
焼
け
た
だ
れ
て

い
ま
し
た
。
以
来
、
も
う
四
十
余
年
、
私
は
戦
後
、
何
か
一
つ

心
の
さ
さ
え
と
し
て
書
道
を
学
び
、
書
道
を
通
じ
て
人
間
性
の

開
発
を
と
思
っ
て
い
ま
す
。
軍
人
の
時
は
軍
人
精
神
に
徹
す
る

よ
う
教
育
を
受
け
、
今
そ
の
時
培
わ
れ
た
根
性
を
以
て
、
勤
務

の
か
た
わ
ら
三
十
余
年
間
、
書
道
に
か
じ
り
つ
い
て
い
ま
す
。

書
に
よ
り
修
業
、

人
柄
の
錬
磨
等
師
を
通
じ
精
進
し
て
い
ま
す
。

私
は
私
な
り
に
、
自
分
の
希
望
を
と
げ
自
己
満
足
し
て
い
ま

す
が
、
戦
場
で
我
々
に
代
っ
て
犠
牲
と
な
ら
れ
た
戦
友
の
御
遺

族
の
こ
と
を
思
い
、
毎
年
の
慰
霊
祭
に
欠
か
さ
ず
参
列
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
平
和
な
今
日
あ
る
の
は
、
亡
き
戦

友
の
お
陰
だ
と
痛
切
に
感
じ
、
生
あ
る
限
り
永
久
に
続
け
て
ま

い
り
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

通
信
兵
の
想
い
出
　 

―
湘
桂
に
戦
う
―

神
奈
川
県
　
浅
井
洋
雄
　 

思
え
ば
昭
和
十
七
年
九
月
、
新
潟
県
村
松
東
部
第
六
十
八
部

隊
に
召
集
、
麦
飯
で
激
し
い
訓
練
を
受
け
、
キ
ャ
シ
ャ
な
身
体

も
結
構
体
力
を
付
け
ら
れ
た
。
十
一
月
に
は
千
葉
県
佐
倉
東
部

第
六
十
四
部
隊
に
転
属
、
十
八
年
一
月
元
旦
、
南
支
黄
埔
に
上

陸
し
た
の
で
あ
る
。
我
々
は
内
地
帰
還
の
古
参
兵
の
交
代
要
員

だ
っ
た
。

独
立
歩
兵
第
六
十
六
大
隊
に
転
属
、
広
東
河
南
の
第
二
中
隊

に
配
属
さ
れ
、
二
か
月
余
の
現
地
教
育
を
受
け
た
。
後
に
、
無

線
通
信
教
育
の
た
め
通
信
隊
に
入
隊
、
こ
こ
で
は
初
歩
教
育
、




